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三田社会学第13号(2008)

書評:佐 藤 典子著

『看護職の社会学』専修大学出版局、2007年

平野 敏政

 「雇用 の分野におけ る男女の均等な機会及び待遇の確保 等女子 労働者 の福祉 の増進 に関す る

法律」 が、1985年(昭 和60年)に 制定 されて以来、23年 が経過 した。 この間、女性 の社会進

出が進 んだ といわれ ている。 しか し、半世紀近 くが経過 した今 日にお いて も、専門職 、管理職

な どについては一向に女性 の進 出が促進 されず 、男女比に大きな差 が存在す ることは周知の事

実 となってい る。

 本書 の著者が取 り上げる看護職 も、男女比 に大 きな格差が存在す る代表的職種 といえよ う。

思 うに、われわれが社会生活 において見出す格差 には、業績 的格差 と属性的格 差があるのでは

ないだろ うか。

 看護職 を取 り上げ、看護職はなぜ 女の仕事 なのか、 と問 う著者 の意図は、おそ らくこの間に

答 える ことに よって、職業選択 における男女間格差 とい う身近 な問題 に、ひ とつの批判的かつ

自覚的 な認識 を作 り上げよ うとす るところにあるのではないか と思われ る。 さらにいえば、業

績原理が優位 な近代社会 において、なぜ女 性 とい う属性 に帰属 され る社会的、経済的格差が存

在す るのか とい う一般的 な女性差別 問題 とも関連す る問への解答 のひ とつの試 みであるよ うに

思 われ る。

 本書では、フランスにお ける看護職 の発展の歴史が取 り上 げ られてい るが、著者 は、わが国

の近代医療が、 ヨー ロッパか らの移入 によって発展 した こと、お よび、その ヨー ロッパでの臨

床 医学 と看護 の職業化 の典型的な発展過程 がフランスに見 られ るこ とを根拠 に、フランスでの

看護の社会史の検討 が、わが国における看護の職業化 と、女性職への偏 りへの批判的、 自覚的

認識 にも関連す る一定 のパースペ クティブを与 えて くれ る もの と考 えている よ うで ある。 そ し

て、結論か ら言 えば、著者は 自らに貸 したこの課題 に問題提起的で興味ある解答 を提出 してい

る。

 著者はア ミル トン、A.H.、 の博 士論文 と、ア ミル トン とル ニ ョーの共著になる看護 史に関す

る著書 を資料 として 、フランスにおける看護職の発展 の歴史 を、看護 と女性 にまつわ る言説 の

歴史的変遷過程 として再構築す ることを試みてい る。 その中で、著者 は、女性 に関わ る言説が

キ リス ト教的伝統 の中で 「悪魔 に誘惑 され、稼れたエバ」 と 「神の子を宿す こ とによってエバ

の罪 を清めた聖母マ リア」 とい う二重性 を持っていた ことを指摘 している。

 そ して、看護 修道女 の存在 と関わ って、 「清 らか」、「献身」、 「母性」 といった言説 が看護 に

転轍 されて来た軌跡 を跡付けている。 まさに、キ リス ト教的伝統における女性 に関す る言説の

二重性の呪縛 こそが 、女性 自身 が 自分 自らを 「清 らか」、「献身」、 「母性」 が転轍 され た看護へ
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と位置づ けさせ る装置 となっていた とい うので ある。

 女性 、看護 、母性 の連結は今 日では、もはや ごく常識 的な定説 とな ってい るといえよ う。そ

の意 味ではこの よ うな定式化 にほ とん ど目新 しい ところを発 見す るこ とはで きない。 しか し本

書の著者 は、ではなぜ 、そのよ うな連結が受容 されてい るのか とい うこ とにまで眼差 しを向け、

そ こに、薇れ たエバ と献身 のマ リア とい う女性 をめ ぐる言説の二重性へ の女性 自身の無意識的

な対応 と選択 とい うメンタ リティーが隠 されているので はないか と問いかけてい る点に、評者

は注 目したい と思 ってい る。女性言説 の二重性 とい う仮説 は、確かに ヨー ロ ッパ においては有

効で あろ うが、わが国 においては どうであろ うか。

 女性言説の二重性仮説に基づいて、看護への女性の埋め込みを明らかにしたとしても、上に

みたよ うにそれは、献身、母性 とい う女性 の属性へ と転化 、編成 された属性 的格差 に基づ く説

明 しか可能 にす るものではない。

 これでは近代における看護 と女性の結びつきを説明できないであろう。近代以前の属性的格

差の残存と説明してもおそらく不十分である。

 業績的原理が優位な近代社会にあって、なぜ、依然 として看護職が女性職 となっているのか、

なぜこのような属性的な格差が、女性自身によってもまた社会的にも受容 されているのか、こ

の問題をどのように解けばいいのだろうか。

 この課題 に著者 は、ブルデ ュー、P.の 「ハ ビ トス」仮説 に関連す る一連 の概念 と枠組みを使

って答 えよ うと している。その 中で、問題提起的でかつ興味ある論点が展開 され ている。本書

の著者は 、ブルデ ュー のdispositions概 念 に注 目 し、 フランス語 におけるdispositionと

dispositionsの 相違 を指摘 してい る。著者の見解に よれ ば、 dispositionは 「配置」 を意味 し、

dispositionsは 「才能 」を意 味す ると解釈 され るとい う。そ して、女性 が看護の 「場」 に位

置づ け られ続 けてきた属性 的特性 が、その場に 「配置」 され るがゆえに、その場にふ さわ しい

「才能」が獲得 され る とい う構造 的循環 によって再生産 され、近代社 会において も、女性 がそ

の能力 、才能を もっ とも適切に発揮 できる業績主義的な遂行 の 「場」 として看護が位 置づけ ら

れ続 けた と結論 している。

 dispositionとdispositionsの 構 造 的循 環 に よ って 属性 的 格 差 が 、 業 績 的格 差 に変 換 され 、

業績的原理が優位な近代社会においても、看護職における女性への偏重 とい う格差が成立 して

いるとする著者の視点は大いに興味を惹かれるところである。

 近年やや低調なフェミニズム論の中にあって、本書のごとき慎重かつ冷静な女性 をめぐる格

差 の検討は、新 しいパー スペ クティブの地平 を切 り開いて くれ るもの と期待 できる。

 本書 の問題提 起 と考察 をめぐって、多彩 な議論 の展 開を期待 したい。

[本 体 価格2,730円]

(ひらの としまさ  慶慮義塾大学文学部)
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